
3. デジタル化の進展と文書公開3. デジタル化の進展と文書公開

 1)急速に進展するデジタル化：

 台湾では2000年代に多額の国家予算。ウェブ公開（中央研究院、故宮、
国史館など）

 中国でもデジタル化進展、ただし公開度は一層厳格に（習近平政権）

 2)中国：非公開＝機密保持という論理。台湾：民主化、前政権への批判。

 3)アメリカでの中国・台湾関連の文書公開（政治性からの距離）

 写真：台湾の文書館学をリードする薛理桂教授（政治大学）

 1)急速に進展するデジタル化：

 台湾では2000年代に多額の国家予算。ウェブ公開（中央研究院、故宮、
国史館など）

 中国でもデジタル化進展、ただし公開度は一層厳格に（習近平政権）

 2)中国：非公開＝機密保持という論理。台湾：民主化、前政権への批判。

 3)アメリカでの中国・台湾関連の文書公開（政治性からの距離）

 写真：台湾の文書館学をリードする薛理桂教授（政治大学）



「原生数位化」文書という課
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 紙の文書のデジタル化の進行

 → 元々デジタルであったアーカイブの扱
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義transitional justiceと
公文書

4. 新たな動向−移行期正
義transitional justiceと
公文書

 1)移行期正義：過去の再検証の動き（台湾、韓国）

 過去の檔案こそが補償の根拠に。228事件の犠牲者とし
ての日本人の遺族。

 →政権が代わるごとに変化する可能性がある文書行政



 2)「公文書」の概念の揺らぎ：かつての国民党の文書も
公文書として公開要請。

 民主化以前の党と国家との関係。
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個人情報保護問題個人情報保護問題

 台湾

 １）元々個人情報問題はあった
が、比較的ルーズな取り扱い。

 ２）移行期正義：個人情報の取
り扱いがさらに重要な論点に。

 中国：個人情報取り扱いの論点
はあまり議論されず。
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対外政策と文書対外政策と文書

 東シナ海問題など：敏感な問題 → 文書非公開 ＋ 自らに
都合のいいものだけを開ける傾向

 中国外交部：一時全面的な閉鎖状態。

 日本の外交文書公開の影響力：ウェブ上での公開（外務省）

 中国の首脳の発言（中国側にとっては管理すべき情報）
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歴史研究と文書歴史研究と文書

 １）台湾で大量に国民党関連文書、中華民国政府の文書が公開さ
れたこと ＋ アメリカなどでの中国関連文書の公開

 → 中華民国史研究の飛躍的進展

 ＊中国共産党側はむしろ文書公開抑制

 とりわけ1949年以前の部分での「歴史の語り」が国民党側へ。

 → 中国で大きな歴史認識論争へと発展。

 習近平体制下で共産党史がさらに復活。

 ２）進展する冷戦史研究

 英米ソの文書以外に、台湾、韓国、日本の文書を利用する研
究。アジア域内の冷戦。

 文書の公開：歴史叙述に影響。
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中国：宣伝政策と一体化する文書館中国：宣伝政策と一体化する文書館

 国家档案局办公室关于印发《2022年全国档案宣传工作要点》的通知

 ⑴结合档案工作实际深入开展党的十九届六中全会精神学习宣传，教育引导干部群众深刻认识“两个确立”的决
定性意义，深入领会“十个明确”的深刻内涵及其内在联系，深入领会“十三个方面”重大成就蕴含的重大思想
观点，从党的百年奋斗重大成就和历史经验中增长智慧、增进团结、增加信心、增强斗志。

 ⑵深入学习贯彻习近平总书记关于新时代档案工作的重要指示精神，特别是在建党百年之际对档案工作重要批示
精神，加深对其丰富内涵、核心要义和实践要求的理解，教育引导档案工作者深刻领会总书记宏大使命情怀和深
邃历史眼光，深刻认识档案工作的重大意义、崇高使命和历史责任，深刻把握新时代档案工作的目标任务。

 ⑶围绕深入学习贯彻党的十九届六中全会精神，充分挖掘档案资源，加强与电台、电视台、网络平台等媒体沟通
合作，通过举办展览展示、拍摄文献纪录片、编辑出版图书图册、制播微视频、创作文艺作品、开展专题报道等
多种形式，生动阐释党的百年奋斗重大成就和历史经验，大力弘扬伟大建党精神为源头的共产党人精神谱系，大
力宣传以习近平同志为核心的党中央团结带领全国人民走过的非凡历程和辉煌成就，生动展现党和国家事业的新
变化新面貌新气象，为党的二十大胜利召开营造浓厚热烈氛围。
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中国：いわゆる「歴史戦」と文書館中国：いわゆる「歴史戦」と文書館

上海市檔案館によるユネスコ「世界の記憶」申請

史料提供だけでなく、申請そのものを主導
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おわりにおわりに

 様々な意味で変容著しい東アジアの文書情勢

 ・（中国）体制維持を支える「大切な」根拠：保存、管理が厳格。但し公開抑制。

 豊富なhuman resource。デジタル化進展。

 ・（台湾）民主化とともに公開が進展。歴史学者の役割。強い政治性。

 新たな政府の下での制度変更、そして移行期正義。
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